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No.14 「道徳のまち笠松」が岐工記念館でおもてなしを行いました 

中学生ボランティアによるパンフレット配り 

　１０月８日、気持ちのよい秋の風が吹く中、名鉄
ハイキングが笠松町内をコースに実施されました。
ハイキングに参加した町内外の皆さんに、「道徳
のまち笠松」の願いや活動を知っていただこうと、
岐工記念館の前にふれあいブースを設けました。
ブースでは飲み物を用意したり、岐工記
念館のパンフレットを配ったり、道徳のま
ちの缶バッチを差し上げたりしました。午
前中にブースには、１,０００人を超える人
が立ち寄ってくださり、飲み物や缶バッチ
などがなくなってしまうほどの大盛況でした。 
　「岐工記念館は天皇が泊まるので、わ
ざわざ作った建物ですか？」とか「天皇は
昭和何年に泊まったの？」「建物は天井
がとても素敵だったけれど、いつリフォー
ムされたのですか？」などと、熱心に質問
をされる方もあり、笠松の名所への関心
の高さを感じました。道徳のまちにも「ど
んなことをやっているの？」とか「オレンジ
Tシャツを着たメンバーはどんな人たちで

すか？」など質問があり、ボランティアの中学生と
大人との共同活動を、多くの方に知っていただく
ことができました。笠松町は心温かく、歴史と活力
ある町であることを、町内外の方々に感じとってい
ただけた１日でした。 
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